
⽬的 海洋表層では⾵により発⽣する乱流により、活発な鉛直混合が⽣じ混合層と呼ば
れる鉛直⼀様な層が形成される。この混合層の深さ（ܦ）は、半慣性周期（ߨ |݂|⁄ 、݂は
コリオリ係数）のうちに1.5 ∗ܷ ܰ|݂|⁄ （ ∗ܷは⾵応⼒から決まる摩擦速度、ܰは成層強度）
程度にまで急速に深まることが知られている。多くの研究ではこの深度をܦの代表値
（すなわち定常値）として⽤いているが、実際にはܦは時間変化するため、場合によっ
ては不適切である。そこで、ܦの時間変化をラージ・エディ・シミュレーションを⾏っ
て調べた。
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ＬＥＳで再現された混合層深度（縦軸）の時間変化
（横軸）。⾊の違いはパラメターの違いを表す。

結果 5慣性周期後のܦは半慣性周期の1.66倍にも
なっていることが分かった。さらにパラメターを
変えて実験した結果、ܦの時間変化は

ܦ ൌ 1.7 ∗ܷ ܰ|݂|⁄ |݂| ܰ⁄ ଴.଴଴଼ ݐ|݂| ⁄ߨ2 ଴.ଵଽ

と統⼀的に表されることを⾒出した。


